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 飛鳥田でございます。こうした機会を与え

ていただきましたことに、まずお礼を申し上

げたいと思います。と同時に、ここで申し上

げるのが適当かどうかわかりませんが、先般

の社会主義インターのホスト・パーティーと

して、ミッテラン氏の問題について、いろい

ろ手違いがありまして、深くお詫び申し上げ

ます。 
 さて、きょうは「社会党のこれから」とい

うテーマで話をというご指示でした。党の何

人かの人が集まりまして、原稿を書いてくれ

ましたけれども、どうも原稿を見ながらとい

うのはまずうございますので、勝手なことを

喋らせていただきたいと思います。したがっ

て、党の意見そのものではなく、時に僕の個

人的意見が含まれておりますことを、ひとつ

ご了承いただきたいと思います。 
 
 私物化した政党 

 まず、初めになぜ社会党が昨年以来大きな

混乱に陥ったかを考えてみなければならない

と思います。評論家の方々は１９５５年体制

の崩壊ということをおっしゃっており、その

崩壊過程の一つであるという意見もございま

す。確かに１９５５年体制について、われわ

れが十分な反省をしなければならないことは

事実であります。しかし、もう一歩さかのぼ

って、終戦直後わが党が結成されましたとき

の体質、僕はこれを“鋳型”と呼んでおりま

すが、この鋳型それ自体を反省すべきではな

いか、という感じがいたしております。 
 日本の長い政党政治の中で、政党は党員の

共有財産としての姿を固定化してきました。

党員の財産であるから、党員の中から代議員

を選び、代議員の中から執行部を選ぶという

形であり、選挙に訴える場合でも、自分たち

の財産をふやすという意味でいろいろな政策

を並べていく。どの政党も美しい政策を並べ

ますけれども、それが大衆に本当に共感をも

って迎えられていない原因は、やはり党が党

員の私物化であるという出発点にあるのでは

ないだろうか。こういう感じがするのであり

ます。 
 わが党も決してその例外ではありませんで

した。戦後、多勢の人が集まって、急拠日本

社会党をつくったのであります。したがって、

その“鋳型”の中には、当然戦前において共

産党がもっていた非合法性、密室性が自然に

相続された。あるいは合法左翼がもっていた

派閥性が知らず知らずのあいだに無意識に遺

産相続されてしまった、というのが事実だろ

うと思います。 
 しかし、当時は国民的な一つの希望があり

ました。それは平和、あるいは独立でありま

した。焼けただれた東京の中に、あるいは横

浜の中にさまよい続け、食べるものもなく、

帰ってくるべき夫は戦地の骨となってしまっ

た、という非常に悲惨な状況の中で、人々は

平和を求めたのであります。鈴木茂三郎委員

長の「青年よ、銃をとるな。婦人よ、わが子

を戦場に送るな」という言葉は、非常にセン

チメンタルではありますけれども、人々の胸

にドスーンとこたえたわけであります。 
 
 共感を得ていた｢平和｣のスローガン 

 こうして党の体質それ自体としては、戦前

の古い“鋳型”を相続しながら、しかし掲げ

ているスローガンが非常に立派でありました

ために、人々はこれに希望を託し、日本社会

党は戦後１０年以上国民の希望の星であった、

と僕は思っています。安全保障条約をめぐっ

ての問題は必ずしも国民全体の意見であった

とはいいがたいが、しかし、それは少なくと

も進歩的な人々の希望を託するにたるスロー

ガンでありました。 
 社会党の掲げているスローガンそれ自体が

国民の共感を得ておりましたために、党の体

質それ自身が持っている欠点がある程度カバ

ーされ、生き生きと活動できたわけでありま

す。どんな欠点も、調子のいい、伸びてゆく
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ときにはあまり表面化しないものであります。 
 ところがその後、１９５５年体制すなわち

二大政党に分かれます頃から、党は共有的な

というか、共感を呼ぶスローガンを次第に失

ってまいりました。平和も次第に風化してき

た、といってはおかしいのでありますが、必

要なことは認めつつも、しかし実感をもって

かつてのようにわれわれの胸に迫ってこない。

平和に慣れてきた、という状況だと思います。

党がもっともっと平和というものを、国民の

中に具体的な生活感情に即して持ち込めなか

った非力、そういうものが、実は平和を風化

させてしまった、という感じがいたします。

こうした中で、わが国は池田内閣の所得倍増

論に始まる高度成長期に入っていったのであ

ります。 
 
 高度成長と平和の風化 

 高度経済成長期の中で、政党は編成され、

いわゆる１９５５年体制ができたわけです。

僕は１９５５年体制が必ずしも間違っている

とは思いませんが、しかし残念ながらそれが

高度経済成長期における国民の要望、あるい

は国民の共通観念をつくり出し得ないがため

に、かえって固定化し、固定化しただけでは

なしに形骸化して、単に高度経済成長の政治

的な外皮、上着に変えられてしまったのでは

ないだろうか、という感じがいたします。そ

ういう政治的な外皮に変えられていく中で、

ますます党は閉鎖性、密室性を深め、同時に

また国民の中にあるいろいろなものを見る努

力を失っていったのだと、僕は思っておりま

す。 
 したがって、いま政党連合――政党の結合

ということがいろいろいわれておりますが、

国会の中でトランプのカード合わせのように、

Ａの政党・Ｂの政党が正しい、あるいはＢの

政党・Ｃの政党が正しい、というような家族

合わせをやるということは、もう一度社会党

の欠陥を拡大強化することになるのではない

だろうか。この際われわれは国民の中に共感

をつくり出していくというか、もう一度国民

に自分の党を開いてみるということをしない

限り、本当のものになれないだろう。 
 みなさん方の新聞等で世論調査をしていた

だいています。結果はいずれも「支持政党な

し」というのが非常に多く、自民党に次いで

第二党といっていいのではないだろうか。「支

持政党なし」というこの層に対して、２つの

方法が考えられると思います。一つは、頭か

らイデオロギーで組んで、その人たちを指導

していくという政権構想の方法、もう一つは

本当に国民の中に入って、国民の胸の奥底の

実感の中から政党の組み合わせを考えていく

方法です。僕はいま自分たちの党のいろいろ

な混乱、その他の騒ぎの中で、この問題を克

服していくためには国民の共感、実感の上に

立った組み合わせということに主力を置くべ

きだと考えています。 
 
 もう一度国民の中へ 

 さらに世論調査を拝見しますと、Ａの党と

Ｂの党が組んだほうがいいという方と、ある

いはＢ、Ｃ、Ｄがいいとおっしゃる方と、本

当にバラついておりまして、帰一するものを

示しておりません。このように国民の胸の中

に、いろいろな組み合わせのバリエーション

が残っているときに、われわれが頭越しにそ

れをやっていいのだろうか、ということを考

えざるを得ないのであります。国民の中にも

う一度党が戻ってみるということを前提にし

て、党の主体性を確立したいと思っています。

党の主体性確立の中から、さらに国民の共感

の上に立って、政党の組み合わせその他を判

断すべきであろう、と考えています。 
 全野党共闘という言葉を、成田さん以来わ

が党は掲げております。確かにそれは最も理

想的なものであります。自民党の支持率は下

がっています。しかし、下がっていますけれ

ども、自民党の持っている国民の中の根強い
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支持というものを考えますと、全野党共闘が

まさに理想であることは否定できません。だ

が、その理想が達成するまで「おれは何にも

しないよ。国民の共感ができるのを待ってい

るよ」というだけでは政治ではないでしょう。

やがては少なくともある党と組むということ

はあり得ると思います。しかしそれは暫定的

なものであって、全野党というものが出来れ

ば望ましいと考えております。 
 遠い一つの目標と、いまの目の前でしなけ

ればならないことがらとは区別すべきだろう

と思います。いま目の前にあってなすべきこ

とは、少なくとも国民の中に共感をつくると

いうことであります。そういう意味で、党が

主体性を確立するということが重要だと思い

ます。 
 そのためにはまず政権共闘の前の問題とし

て、政策についての共闘をしたい、と思って

おります。何党といえども政策が合う限りは

共闘してよろしい。 
 たとえば１兆円減税がいいのか、２兆円減

税がいいのか、という問題があります。１兆

円減税をする場合にも所得税減税がいいのか、

住民税減税がいいのかという問題を、当然目

の前の問題として議論しなければなりません。

いまわが党は住民税減税に傾いております。

所得税の最低限はたしか２０２万円から１４

６万円だったと思います。したがって、２０

２万円から１４６万円までのあいだの方は所

得税を納めないかわりに、住民税をとられて

いるわけです。一番減税の効果が発生する必

要があるのはこの部分であります。それで住

民税減税がいいじゃないか、ということに傾

いております。 
 こういうことについて議論をする場合、い

わゆる社会主義協会の人達と反社会主義協会

の人達の間にどれだけの違いがあるだろうか。

そのことをもって大衆の中へ入っていき、大

衆の反響を見る。そして大衆の共感を得られ

るか、得られないかということで、みずから

行動する。こういうことが大事ではないだろ

うか。 
 “反独占”と口ではいえます。しかし、「反

独占、反独占」と百万べん唱えてみたところ

で、その実は上がらないのであります。若い

人たちの会合に出かけると「われわれは、ア

メリカ帝国主義に対決し、反独占の戦いを進

める！」といって演説しています。そういう

ことによって、胸がスーッとするんでしょう。

しかし、「きみ、反独占、独占資本て何だい？」

と聞くと「何でも悪い奴っていうことでしょ

う」というような答えが返ってくるわけです。

そういう程度のボキャブラリーで話が進んで

いる限り、本物にはならないはずであります。 
 住民税減税がいいのか、あるいは所得税減

税でいくのか。住民税減税であるならば、少

なくとも大衆の中に購買力を刺激し、少なく

とも最下層の人々に恩恵を及ぼせるという意

味で、これがまさに反独占の戦いの１つにな

り得るはずであります。そういうことを論じ

ないで、何をやってみたところで意味があり

ません。 
 
 大衆の中での検算が重要 

 そういう意味で、われわれは具体策を追求

しなければならない。具体策を通じて国民に

信頼と共感を回復していくという意味で、政

策活動を非常に重要視いたしますと同時に、

また他党とのあいだにもそういう共闘をでき

るだけつくっていきたいと思います。その中

で、われわれはみずから鍛えるべきだと思い

ます。 
 僕だけの経験かもしれませんが、小学校の

ときに算術を致します。答えが出ます。「飛鳥

田、答を検算してごらん」とよく先生にいわ

れたものであります。僕は検算を大衆の中で

しない政党は必ず敗れる、と実は思っていま

す。その検算をどのようにすべきか、という

のが、３月大会にわれわれが提案すべき議案

のかなり重要な部分になっています。 
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 総対話運動――「いやな言葉だね」と僕は

いったんですが……。「もう少しスマートな言

葉を使えないか」といったら、「決めちゃった

んだから我慢しなさい」といわれました。「な

ぜこの風の音が聞こえないのか」というよう

な表現を使えないのか、と僕はいったのです。

（笑）“この風の音が聞こえないのか”という

ような言葉で大衆に入っていかない限りダメ

でしょう、と僕はいっているわけです。しか

し、決めちゃったことだから、総対話運動で

結構です。 
 しかし、これも一日内閣のような愚を繰り

返したくない。市長であれば市民の中に入っ

て行って、不満に対して「じゃ、この道路直

しちゃいましょう」とか「ここの道路は隅を

切りましょう」とすぐ対案が出せるわけです。

しかし、社会党は政権を持っておりませんし、

関係するのが日本全国の問題ですから、そう

すぐ対案の出せるはずがありません。したが

って、率直にいってへたをすれば１日内閣に

終わる危険があるわけです。「なるほどあなた

方大変でしょう」と僕がどんなに同感したっ

て、それでは慰めにはなりません。 
 
 地域に特別委を設置 

 そこで一例を申し上げますと、大阪の泉南

地方へ出かけるわけです。主としてここでは

繊維業者の方々に集まっていただきます。繊

維業者の方々と意見を交したあとで、社会党

県本部、市民の方々、学者による「繊維産業

不況克服特別委員会」（仮称）をその場につく

って帰ってきたいと思います。また石川県の

漁民のところへも出かけます。朝４時頃から

話をするんだそうです。寝坊の僕には最もつ

らいんですけれども、ここでも漁業問題の特

別委員会を作ろうと思います。北海道へも行

きます。そこで減反の問題を議論します。そ

こでも農民、市民、党による特別委員会をつ

くるつもりです。 
 こうして、私が総対話運動で歩く限り、３

０でも５０でも、特別委員会を各地域につく

ります。こうすることによって、そこに参加

してくださった人々の胸に一つ落ちるわけで

あります。「社会党がきて一つのものができた。

この特別委員会を通じてものをいおう」とい

うことになればと考えています。その中には

党員でない市民にもたくさん入っていただく

つもりです。そして、４０でも５０でもでき

た特別委員会をすべて党の政策審議会に集中

していく。 
 僕は、バース党(イラク)の党首から遊びにこ
ないかといわれていますし、バグダッドの市

長からも正式にインビテーションを受けてお

ります。中近東へ出かけて行って、せめて泉

南地方の不況の繊維くらいはある程度の話を

してきたいと思っています。 
 ミルズ法案が出まして、日本からのスカー

フが輸入制限をくったことが５，６年前にあ

りました。そのときに僕は横浜の姉妹都市で

あるオデッサと話をして、オデッサに相当数

のスカーフを輸出いたしました。そうするこ

とによってミルズ法案の被害を多少やわらげ

ることができたのであります。先般スカーフ

問題が起こりましたときも、横浜の商工会議

所の会頭さんとご一緒に昨年の８月、米国に

出かけ、ストラウス代表にもお目にかかって、

一応制限を止めてもらいました。 
 確かにオデッサに年間５億や１０億のもの

を送り出してみたところで、百何十億も生産

している横浜市のスカーフ業者さえ救うこと

はできません。できませんけれども、気は心

というと叱られますが、１割でも２割でもさ

ばく。民間外交というものは、こうした形で

もあり得ると思います。 
 
 国民の声を政策審議会へ 

 あちこち話が飛んで恐縮ですが、去年の１

１月、私はベトナムへ行きファン・バン・ド

ン首相とお話をいたしました。「ベトナム復興

についてまず第一に重要なことは、ハイフォ
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ンの港じゃありませんか。ところが僕が拝見

するところでは漁港程度じゃないですか。こ

んなものでどうなりますか」と率直に申しあ

げ「横浜は世界で第３番目の港です。ですか

らわれわれの技術陣をここへ送りましょう」

と提案したわけです。そして技術陣を近日中

に送ることが決まりました。 
 これは横浜じゃなくて、社会党でもできる

ことだと思います。全般の政治転換は政権を

持っていなければできません。しかし、少し

ずつでもできるだろう、と思います。 
 ともかくいろいろなことを考えてみて、４

０、５０の特別委員会から上がってくるもの

を政策審議会で処理する。そうして言いっ放

し、聞きっ放し、弁解のしっ放しではなくし

て、向こうとこっちの胸にこたえ合うという

か、響き合う何かをつくり出していきたい。

こういう考えの中で、国会での政策、その政

策の最も具体的なものを進める。その中で、

われわれの党の、かつて経験した亀裂を乗り

越えたい。このことはまた党が地方に、市民

に、国民に開かれていく方法でもあります。

ただ、開かれる、開かれるといったって、投

書運動くらいしか率直にいえばありません。

したがって、一番重要な問題点について委員

会をつくり、その委員会に国民、市民に参加

していただいて、最も緊急な問題を解決する

という方向で努力する。やがて「ああ！社会

党の実力はこれっきりだ」とその人たちは考

えるかもしれません。「よし、そうならばもう

少し社会党の実力を上げてやろうじゃない

か」と、ちょっと希望的観測かもしれません

が、そうなりたいと願っています。 
 こうして総対話運動という形で国民とのパ

イプを繋いでいく。もちろん「社会新報」そ

の他のスタイルも変えていくことは当然であ

ります。 
 きょう（１月１９日）も午前中の中執で、

僕は、こういう希望を出しました。「社会新報

をあけてみると、ベッタリ運動方針が書いて

あって、あれは一体党員のうち何人読むのだ

ろうか。１０人のうち１人くらいしか読まな

いんじゃないだろうか」といったら、機関紙

局長にいやな顔されましたが、「少なくとも読

みやすくしてください。５万字も書いたらダ

メです。短くしてください。そして日本語を

使って下さい（笑）。いや、本当ですよ。そし

てきれいな表紙をつけてください。別刷にし

て、それがそのまま国民に差し上げても、読

んでいただけるようなものにしてもらえない

だろうか」ということをいいました。 
 
 現実の中での検証を通じて 

 いきなりすべてを乗り越えるわけにはいき

ません。このあいだ全国書記長会議でもこう

いいました。階級制という言葉はいまタブー

のように聞こえます。われわれの頭の中、あ

るいはだれかの論文の片隅に階級制という言

葉があって、それを使うというなら、僕は反

対です。しかし、国民の中に現実にわれわれ

が検算し、検証し、交流をしてみて、階級制

があると考えたならば勇敢に階級制という言

葉を使いなさい。言葉は頭の中や論文の中に

あるのではなく、現実の中にあるかどうかと

いうことを検証しない限り使っちゃいけませ

ん。 
 こう僕はいったのですが、まさにそういう

意味で具体的にぶつかり、政策を検討し、人々

と交流する中で、必ず２つの立場の融和が出

てくる。出てこなかったら、その人たちは不

誠実です。現実に学べない理論というものは

不誠実です。 
 こうして党の主体性を確立する。この主体

の確立が、実は１９５５年体制の問い直しに

なるのではないだろうか。頭から２大政党論

は間違い、既成左翼の破壊、分裂、崩壊を通

じて新しい政党が現れてくるだろう、という

考え方ではなく、その一方の当事者である社

会党がみずからの体質を問い直してみるとい

うところに、５５年体制の反省が当然あるべ
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きではないだろうか。いま社会党が分裂、崩

壊してみたところで日本の政界に混迷が訪れ

るだけであろう。その中から一体新しい何か

の芽が出てくるような、そういう社会的基礎

があるだろうか。こうわれわれは考えざるを

得ないのであります。 
 フランソワ・ミッテラン氏が、エピネー大

会を通じて登場してまいりました。このミッ

テラン氏の登場のしかたについても、われわ

れは学ぶ必要があると思います。つい半年ば

かり前に「ミッテラン」という伝記が出まし

た。わが党でも翻訳をしたり、僕も足らずな

がら自分で読んだりしております。かれの登

場のしかたを読んで感じるのですが、フラン

スにはミッテランの登場する社会的な基礎が

存在しているわけです。基礎を見さだめて進

むべきだと思います。 
 いま社会党が分裂して、一体新しいものが

出てくる基礎があるだろうか。むしろ重要な

ことは党が自己体質を変えていくことではな

いだろうか。すなわち、党員の私物であった

党の体質を変えることです。党員の財産をふ

やすための宣伝啓蒙という体質はあらためな

ければなりません。僕は宣伝啓蒙という言葉

が大嫌いなんです。高き場所から大衆に対し

て宣伝をし、啓蒙をする。啓蒙をするなどと

いうに至ってはまったく傲慢だと思います。

大衆とともに考えて、その中から指導性を発

揮すべきものであります。 
 そういう意味で、２大政党の一方の社会党

が自己体質を改革していくというところから、

５５年体制の反省というものが現われ、新し

い日本の政界が作り上げられていくことにな

るのだろうと思っています。 
 非常に傲慢ないい方ですが、このあいだ書

記長会議で、僕はこういいました。一体いま

社会党がなくなっちゃって、政界がどうなる

と思います。みなさん方はその社会党を支え

ているんです。ですから、よい党にしていた

だきたい。 

 真の公党を目指しての出発 

 すなわち、党員の私物である党から、せい

ぜいのところ、くどいようですが、私有財産

をふやすための宣伝啓蒙などというのではな

しに、社会党に１票入れなかった人からも自

分たちの党だ、という印象を持たれるような

共有財産になりたい。こういうことをいま考

えているわけです。そして、オズオズとしな

がらも国会における努力や国民との接触のし

かたを変えつつあります。 
 しかし、それにしても国民は不安をいだい

ています。これから先どうなっちゃうんだろ

う、という不安を持っております。それに応

じるにはかなり長期のものを持たなければな

りません。そうした意味で、遅まきではあり

ますけれども、「中期５か年計画」、あるいは

“見通し”と名付けるべきかもしれませんが、

そういうものを作成いたしております。もう

すでに２０回近く会合を開き、大内力先生を

中心に学者の方々、党員がまざってやってお

ります。１０日か１５日以内に第１回の素案

が出てまいります。これからがわれわれの仕

事です。この素案を中執でただ叩くだけでな

しに、徹底的に論議いたしますと同時に、両

院議員総会でも議論をしていただき、また地

方県本部にもおろして市民と一緒になって徹

底した討論をしていただく。このへんにフラ

ンソワ・ミッテラン氏の登場のしかたを真似

たい、と実は思っています。 
 かれは、エピネー大会に至りますまでの間、

１つの問題がありますたびに、各地域で徹底

的に討論を――フランス社会党員にあるなし

にかかわらず――やらせています。その討論

の積み重ねとして問題が解決していき、合意

が成立していくという方法をとりました。 
 僕もできるだけこの方法をとっていきたい。

ひとつジャーナリストのみなさん方にも徹底

的に批判をしていただきたい、と思っており

ます。社会党のためにではありません。日本

のためによいものをつくらせる、という考え
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で参加していただきたいと思っています。 
 大体の目標としては、大会を３月の中旬に

開きたいと思っています。会場その他の関係

で必ずしも断定できませんが、３月中旬に開

きたいと思っております。その大会に素案の

ままかけます。決定をいただくという形では

なしに、百家争鳴の形で議論してもらおうと

思っています。ここでは協会派、反協会派そ

れぞれの議論が出て結構です。全部抑えちゃ

ったら、有珠山ではありませんけど、どこか

で爆発しますから、適当にこの中期計画の中

で出していただきたい。すなわち、それは経

済、政治についてうんと勉強しない限り、発

言しても物笑いなるだけであります。そうい

うみなさんの勉強の場をつくり出すという意

味でも、徹底議論をしていただいて、４月頃

から計量に入りたいと思っています。 
 僕は計量という点には多少疑問を持ってい

ますが、ともかくこれは中期５カ年の社会党

の見通しであると同時に、社会党の行動目標

が入っているという意味で、ある意味では社

会党の主観的なものかもしれません。そうい

う意味で、それを出して軸をつくりたいと思

っています。 
 この軸が、はたしてマルクス主義の理論か

ら考えてみて、ちゃんとした筋の通っている

ものか、あるいはケインズの側から見て筋が

通っているものか、いろいろご批評があろう

かと思います。しかし、われわれは「マルク

ス曰く」とか「ケインズ曰く」とかいうこと

でお答えをするのではなしに、具体的なもの

でお答えをしたいと思っています。こんな具

合にできるだけ党を開く、ということを考え

て努力をいたしています。 
 さらに僕が「100 万人の党」といったこと
についても、きょうの中執で議論が出ました。

たとえば「社会新報」の拡大についてもいま

の４万４０００ではもう限界であり、少なく

とも党員の拡張、拡大を前提にせずには、「社

会新報」の拡大もあり得ないだろうという考

え方も出されました。また、社会党が政権政

党となるためには言葉どおり 100 万の党員を
持たなければダメだろう、という意見もあり

ました。あるいはとりあえず 10 万なり、20
万という目標を定めて、その拡大の方途を考

えるべきじゃないだろうか、という意見もあ

りました。いろいろな意見が出ました。 
 「いや、おれは１つの形容詞としていった

んだよ。党の体質を鮮明にする意味でいった

んだよ」といったら「委員長、黙っていろ」

というので、僕もなるほどそうだ思ったんで

すが、この頃中執では少し委員長発言が多過

ぎるそうです。僕、お喋りですから。 
 そういう意味で、これからその方途を決め

て大会にかけたいと思っております。どうあ

ろうとも 100 万人の党に向かって一歩を踏み
出す、ということだけは間違いないと思いま

す。党内では“新生社会党”という言葉を使

っていますが、「“新生”というといままでの

やつがまるっきりダメだったような感じがす

るので、それは成田さんに無礼だからいえな

い」と僕が頼んで外部には新生とはいってい

ません。しかし、新しい社会党になりたい、

と思っています。（笑）なかなかむずかしいん

です。 
 
 国際問題はグローバルな視点で 

 国際的にもいろいろな問題があると思いま

す。僕は、いままでの社会党の欠点は、一国

と一国のあいだに問題を限定してしまってい

る点にあると思います。中ソの問題も二者択

一に、どっちにするかという形で、二者択一

に追い込まれているんじゃないだろうか。一

国と一国との関係だけを考えずに、もっとグ

ローバルな視点でものを考えるべきじゃない

だろうか。 
 安保条約については態度を変えません。し

かし、アメリカとわれわれが折衝して相互理

解を遂げてはいけないんでしょうか。このあ

いだケネディ氏が来日したときにも、大いに
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話し合い、大いに理解し合おうといったので

あります。かれも大賛成だといっていました。

去年の８月にも、横浜市長としてワシントン

へまいりまして、ワシントン大学の教授、ス

ミソニアン・インスティチュートの教授、政

府のポリシー・メーキング・ビューローのス

タッフとかと話し合いました。僕は偉い奴は

嫌いですから、偉い奴には会いたがりません

でしたが、そういう本当のスタッフと話し合

ってきました。かれらも非常に熱心にものを

考えています。 
 一つ印象に残った言葉を紹介しましょう。

ある教授が僕に「安保条約はいまや聖書とな

った」というわけです。「何だい、それは」と

いいましたら、「みんなが尊敬するけれども、

だれも読まない」というのであります（笑）。

かれらといえども、そういう地位に安保とい

うものを考えつつあるのであります。われわ

れは、そういうかれらの実情も知りながら、

どんどん交渉していっていいんじゃないだろ

うか。 
 外交政策としては、グローバルなお互いの

関係の中で進んでいくという態度にならなけ

ればならない、と考えております。 
 その他いろいろと申し上げたい点がたくさ

んあるのですけれども、もう時間もなくなっ

てしまいました。 
 お話を承わる機会をたくさん持ちたい、と

自分で希望しながら、自分で裏切っておりま

したのでは申しわけございませんので、ごく

かいつまんだお話だけを申し上げまして、あ

とはみなさん方のご意見をうかがわせていた

だきたい、と思う次第です。 
 以上申し上げましたことはくどいようです

が、党が全部で討論した上で決めたことでは

ございません。僕が日頃考えておりますこと

をかなりまじえて申し上げましたことを、最

後にもう一度繰り返させていただきたいと思

います。 
 

質 疑 応 答 

 
 三宅（個人） “男子の一言金鉄のごとし”、

男が一度思いさだめて口から出した言葉につ

いては全責任を持てということだったと思い

ますが、昨年の９月以降１２月までの段階に

おきまして、いろいろな発言がありました。

新聞の飛鳥田語録を読めばつまびらかでござ

いますけれども、“９月に断わって１２月に受

けたのでは、自分の論理的な破綻になる”と

いうことまでおっしゃっておられるわけです

ね。科学的社会主義者が、そういうように論

理的破綻とまでおっしゃると、通常の常識の

ある人間にとりましては“お受けにならんの

だな”と思うわけでございます。過去のこと

をいろいろ詮索するのはご不快かとも思いま

すけれども、現在も過去の延長線上にあり、

これからも現在の延長線上にあるわけでござ

います。将来、党首会談で「私のほうは大丈

夫だけれども、あなたのほうは大丈夫です

か？」といわれたときに、果たしてこれまで

の飛鳥田さんの言動をもってして、自分個人

のことも請け負えないのに党のことまで請け

負えるのかどうか。あるいは飛鳥田さんの発

言を称して、“とうの立った狼少年”という論

評があったときに、どのように対処されるの

かおうかがいしたい。 
 
 飛鳥田 これは僕も、実はいいたいところ

でして、ありがとうございます。 
 僕はご承知のとおり、横浜生まれの横浜育

ちです。いまでも横浜に住んでいます。した

がって、横浜から離れたくないという気持は

痛烈です。いまでもうしろ髪を引かれる思い

といえば、まさにそのとおりであります。９

月の段階で、僕は成田さんに公選その他３つ

の条件を出しました。これはとうてい９月の

段階では認められないという状況にございま

した。僕も男ですから、３条件を出し、それ

が認められないで、なおかつグズグズのまま
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で１２月にお引き受けするのならば、まさに

論理的な破綻ですし、僕は、そういうことに

耐えられません。そういう意味で１２月３日

にも、成田さんに強くそのことを申し上げた

わけであります。 
 結果として、完全ではないと思いますけれ

ども、３条件をご了解いただきました。成田

さん個人にご了解をいただいただけではなし

に、「三役会議、さらに中執の了解を得ました」

という成田さんの話がありましたので、「それ

ならばむしろ３条件を出した以上、それが成

就されるとすれば、どんなにうしろ髪を引か

れる思いがあろうとも行かざるを得ないので

はないか」と実は思ったのでして、僕として

は筋は一応通したつもりです。これは｢つも

り｣でして、世評がどう批評なされるかはやむ

を得ません。 
 ですが僕は、今後もそうでありますが、党

首会談等におきましても一度約束をいたしま

したら、骨が舎利になっても守ります。僕の

主体性論というのもその一つでして、社会党

が左右に分裂して揺れ動いている中で、どん

なに他の政党と話をしても、それは不誠実で

はないだろうか。党が主体性を確立する過程

を通っていきながらでない限り、不誠実を防

げない。こう考えまして、実はそのこともこ

のあいだ書記長会議で申し上げたのでありま

す。 
 そんな意味で、僕のこっちへ出てくる出て

きかたは不手際でした。しかし横浜のある友

人は、「出ない出ない」といったのは、「行き

たくない、行きたくない」という飛鳥田さん

の悲鳴だったんだね、というふうに理解をし

てくれたんですが、そういう意味では僕は少

し悲鳴をあげ過ぎました。政治屋としてはあ

まりにも浜ッ子であり過ぎたかもしれません。

この点は深く反省しております。 
 
 荻原（東京新聞） 飛鳥田さんが委員長に

なられる直前に「社会党再生への提言」をお

出しになられた。あの中で、全党員参加の委

員長選挙について、いままでの党改革論議は

ある意味では派閥プロの話し合いみたいなと

ころが多かったが、こんどはそれぞれの委員

長候補が所信を述べて、それを全国末端まで

流す中で、新しい改革の方向を打ち出してい

きたい、という趣旨が述べられていたと思い

ます。現実問題としては、｢それぞれ｣でなく、

飛鳥田さん１人になる可能性が強いようなん

ですけれども、その場合もいままでの議論を

発展させる意味での具体的な所信は準備なさ

っておられるのかどうか。また、飛鳥田カラ

ーはどういう点に表れるのか。 
 第２点はほかの党との関係ですが、現実問

題としては公明党とまずやっていくのが常識

的であろう、というような趣旨の発言があっ

たように記憶しています。現実の国民の選択

で野党第一党が社会党であり、第二党が公明

党である、という意味で、まず公明党といろ

いろ話すのが現実的であり、常識的であると

いうお考えなのか。あるいはもうちょっと違

うイデオロギー的な立場も踏まえて公明党と

話すのが常識的だとおっしゃっているのか。

前者だとすれば、次の選挙あたりで仮に共産

党が第二党という場合は、共産党と話すのが

常識的になるのか。 
 
 飛鳥田 公選の問題は中央の党内でいろい

ろグループであってせめぎ合っているという

ことよりも、一番大事なことは地方の党員の

エネルギーをどのくらい吸い上げられるのか

という点ではないだろうか。それがありさえ

すれば中央のグループの争いは吹っ飛んじゃ

うだろう、という感じが実はしているわけで

す。実際みておりますと、地方でビラを撒い

たり、集会に出たり、あっちこっちで汗水た

らしている人達が、「中央のことはちっともわ

からない。新聞を見ると、協会、反協会の争

いばかり出ている。一体どうなっているんだ」

ということで、胸に不満がうっ積したものを
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そのままにしておきますと、離党あるいは休

眠党員となり、党費滞納につながります。そ

ういう意味で、この人たちにせめて自分のと

ころの党のシンボルである委員長を選ぶとき

くらい参与させてやっていいじゃないか。こ

れを手始めにというつもりです。 
 これも完全に僕の個人的意見ですが、フラ

ンス社会党では運動方針を３ヶ月前に全党員

に配ります。何千何百回という討論が行われ

て、その上で各支部ごとにＡをとるかＢをと

るか、本部案をとるかセレス派をとるかの投

票をするわけです。その投票結果が中央に集

まってきます。２５％以上とった少数派には

あらゆる役員の５％を割り当てます。中央執

行委員会でも５％、何と特別委員会でも５％

というふうに少数派を尊重しながら、しかも

討議を深めるというやり方をとっているわけ

です。こういう方法を将来うちでもとるべき

じゃないか、と実は思っているんです。この

点は僕が思っているだけですので誤解のない

ように願います。 
 そういう手始めとして委員長公選をやらせ

たらどうだろうか、というのが僕の意見です。

ところが反対の意見もあります。「うまくいか

ないんじゃないか」というわけです。 
 第一回はご承知のように、僕以外に立候補

者がないかもしれないんです。「信任投票じゃ

ないか。つまらないじゃないか」というので

投票率がうんと下がることが予想される。と

たんにみなさん方にたたかれるという形にな

り、まずくなっちゃうんじゃないかという話

さえ実はあるくらいです。ですが、僕はやっ

ていきたい。二回目は多くなるだろうし、三

回目はもっと多くなるだろう、と思っていま

す。 
 こんどだけの特例ですが、候補者の氏名欄

のワキに点線を入れまして、ビリッと破ける

ようにして“意見欄”をつくりました。そこ

に党に対していいたいことを何でも書いても

らうわけです。だれが書いたかわかりません。

そういうふうにして党員の意見を吸い上げよ

うと思っています。 
 紀伊半島の山の中で木こりをやっている党

員、あるいは北海道の山中で、はくろう病に

なりながら活動している党員に思ったとおり

の意見を出してもらおうと考えています。 
 うまくいかないかもしれません。しかし、

うまくいかなくてもスタートにはなるだろう。

こうしてだんだん開いていって国民の裾野に

達したい。投票に行く人がたばこを買いなが

ら、たばこ屋のおじさんに「こんどは飛鳥田

さんがいいだろうか、Ｂさんがいいだろうか。

どうだい、おじさん」なんていう話をするだ

ろうと思います。豆腐屋のおばさんのところ

に豆腐を買いに行った主婦党員が「おばさん、

だれがいい？飛鳥田さんより、田中寿美子さ

んのほうがいいんじゃない」なんていうのが

出てきていいと思うんです。そういう楽しさ

があって、国民にも多少開かれるんだろうと

いう感じがいたします。そういう意味で、公

選を今後のためのスタートにしたいと思って

おります。 
 社公中軸が国民の常識じゃないだろうか、

と僕は書きました。確かにそうだろうと思っ

ています。まず政党としての礼儀からいえば、

弟二党にご相談をするというのが当然であろ

うかと思います。したがって、僕が申し上げ

ている理由は、お述べになりました第一の理

由であります。国民の審判が今後どう変わっ

ていくかはわかりません。僕は国民の審判に

は素直に従うべきだろうと実は思っておりま

す。しかし、いまの公明党さんの実力と活動

からすれば、少なくともその地位は変わらな

いだろうというふうに考えてはおりますけれ

ども、ご質問で申し上げれば前段の意味で申

し上げております。しかも誠実にやりたいと

いうのが僕の考え方です。 
 
 小野（個人） 第一は飛鳥田さんご自身、

社会党の委員長として政権構想をどのように
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考えていらっしゃるか。第二に飛鳥田さんご

自身が選挙に出る意思がおありかどうか。 
 
 飛鳥田 政権構想ということがよくいわれ

ますけれども、僕は組み合わせが大事だとい

うよりは、むしろ｢何を変えるか｣が重要だと

考えます。“何を”ということが非常に大切で

はないだろうか。何を変えていくのか。フラ

ンス社共の政府綱領をみましても、社会党と

共産党が組むというよりは、何を変えるかと

いうことについての合意が優先しています。

だからこそいまフランス共産党の異議申立に

よって混迷しているのであります。もし、党

と党との組み合わせだけが大事であるならば、

フランス政界におけるいまの混乱は生じない

だろう。何を変えるのか、ということが僕は

重要だと思います。この点について各党の

方々と十分に話し合ってみたいと思っていま

す。いま一挙に社会主義を実現するなんて、

だれも考えていない、と僕は思います。まさ

に僕からいえば残念ですが……。まず、不公

正を是正する。不公正ならばその不公正のど

の部分を直すか、という点を話さなければな

りません。また官僚主義を打破するというの

ならば、どことどこで官僚主義を打破するか

ということについての合意がなければならな

いと思います。何を問うか、何を変えるかと

いうことを中心にしなければなるまい、と実

は思っているわけです。 
 その上に、お互いに信頼し合える党と党と

が手を組むということになるのだと思います。

いま、残念ですけれども、社会党一党で政権

をとれるという状況を想像することは不可能

でしょうから、連合ということはわが党にと

って不可避の事実です。その認識の上に立っ

て、いま申し上げたような形をとりたい。現

在は“何を”ということを、くどいようです

が問わなさ過ぎます。 
 出馬の問題ですが、率直にいって迷ってい

ます。僕は、個人の好みからいうと議席を持

たない委員長というのはあっていいんじゃな

いだろうか、という気がしてしようがないん

です。自分でいうとおかしいんですが、もう

僕も晩年です。最後に欲なしで、せめてこう

下がってきた党をこう上げる仕事をしたい。

党が上がり坂になってくれば、もう僕は要ら

ないという気持さえ実はしているんです。だ

から、女房に「僕はここで骨を埋めますよ」

といったんです。そして「党が少しでも上が

り坂になってきて、もういいという形になっ

たら辞めて、世界旅行くらい連れて行ってや

るよ。貯金しておきなさい」といっておいた

んですが、いずれにせよ、そういう僕個人の

考えがかなり強い。しかし、この問題は、僕

だけで決めることではないでしょう。委員長

というものは、やはりその党のある意味でシ

ンボル――いやだなァ、シンボルなんていわ

れるのは――なんでしょうから、これには党

のみなさん方の議論が当然あるべきでありま

す。したがって、委員長という立場であれば、

党のみなさん方の決定に従わなければなるま

いという気持も実はあります。ですから、冒

頭申し上げたように迷っているというのが本

当です。 
 
 植田（テレビ神奈川） 横浜市長選挙につ

いての飛鳥田市長自身の見解と細郷さんにつ

いてどういうご印象をお持ちかをうかがいた

い。 
 
 飛鳥田 僕がいま一番苦しんでいるのは、

その部分です。これさえなければ、僕もかな

りカラッとした気持で、一度決めた以上、足

りないながらもせっせとやってみようと思っ

ているわけです。ところがこの選挙に関して、

僕自身非常に微妙な立場に立っております。

自分の後継者だということで、僕が意見を述

べなければならんという考え方が１つ。もう

１つはもし委員長がこの問題に県本部を飛び

越してものをいったら、県本部の立場はない
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んじゃないだろうかという考え。そうなれば

党本部が直接介入するという形になり、党員

の討論をおそらく省略してしまうだろう。い

ろいろ県本部のみなさんとも話し合ってみた

んですが、「委員長、当分委員長の立場で黙っ

ていらっしゃい。われわれが決めて党本部に

あげたときに、党本部としての意見を述べて

下さい」といわれました。いまは、その立場

を僕はとっております。 
 と同時にもう１つ、僕はすぐに自分の好み

を出すといって叱られるんですが、僕、横浜

に１５年いたわけです。かなりのボスになっ

ておりますので、一言一言がかなり決定的な

力を持ってしまいます。民主主義の一番の敵

は、位を譲る、すなわち禅譲ということじゃ

ないだろうか。１５年いたボスの僕が、この

際発言をいたしますと、譲位という形になり

かねないんじゃないだろうか。それは民主主

義の敵だと、実は思っているわけです。そう

いう意味でも、僕はできるだけ発言を控えて

いよう、と思っています。 
 いま県本部のみなさん方に討論をしてもら

っています。党内にいろいろ議論があるのは

当たり前です。この問題について議論がなか

ったら不思議でして、いろいろ議論があって、

やがて１つのところに帰一するだろう、と考

えているわけです。したがって、その結論に

ついての僕の話はひとつご勘弁をいただきた

い。 
 現に細郷さんが有力候補者としてあがって

おります以上、これについて論評いたします

ことは非礼でありますので、これもひとつご

勘弁をいただきたい。 
 くどいようですが、委員長として県本部を

無視して、飛び越せないということと、僕の

発言が僕の意図とは別に重みを持っているこ

とから、位を譲るというような反民主主義的

なものになりたくない、というこの２点をご

了解いただければと思います。ご満足いただ

けないかもしれませんが、僕自身が困り切っ

ているところですから、ひとつご勘弁をいた

だきます。 
 
 村岡（共同） 昨年暮の社会主義インター

のときに、韓国からみえた金哲さんとお会い

になり、昨日も早速連行に関して抗議文を打

たれたりして素早い反応をしており、一方で

は９月の統一国際会議に積極的に取り組まれ

るということも発表しているんですけれども、

先ほどいわれたグローバルな視点ということ

を具体的に朝鮮問題に適応した場合には、ど

ういうことを考えられるのか。 
 
 飛鳥田 金哲さんと一緒に食事をした際に、

絶えず定期連絡をしよう、あるいは友好関係

に立ちたいというお申し出がございました。

しかし、僕はこうお答えをいたしました。「社

会新報」とか、あるいは党の発刊物等をお送

りいたしましょう。しかしとりあえずはそこ

に止まりたい。そしてお互いに社会主義イン

ターの会員相互としての友情は深めたい。こ

の２つをお答えしたわけです。 
 端的に申し上げて、ご存じのように韓国の

社会党というのは、幹部だけの政党でして、

下部が全然ないんです。 
 党と党とのあいだに正式なルートが開かれ

たというふうにはお考えいただかなくて結構

です。金哲さんもまたそういっておりました。

「いろいろなことをやっても、すべてキリス

ト教の牧師を中心に大衆集会をやっているの

であって、われわれはそれに参加していく立

場にあります」といっておりました。 
 靖国問題についてはすでにうちの党が発表

しております態度を、そのまま僕は踏襲いた

しております。 
（文責・編集部） 

 


